
③ 
発行 今金町役場 編集 企画室 印刷野宮印刷 44.6.15発行

区画監理された種川地区の水田
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種川地区構造改善事業

本町は近代的立浪業経営をめざし生産基盤の~i輔

ど機械力の導入を推進してい1す。

昭和42年から約 1億円を投入 Lては場整備されてい

る後川地区もそのひどっ。

まっすぐにのびた道々長来線の両 f~'J には、 約108ha

の見事な大聖水田が広がってさ t:。
月
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激
し
怠
増
す
ク
交
通
戦
争
。

l
L
父
通
安
全
総
合
対
策
本
部
を
設
置

1
1

zτ~~:"""=一一ーユ--一一::""-""

昨
年
も
と
お
と
い
生
命
が
う
ば
わ
れ
る
な
ど
。
交
通
戦

争
。
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
町
で
は
こ

れ
に
総
合
的
に
対
処
す
る
た
め
、
こ
の
ほ
ど

「
今
金
町
交

通
安
全
総
合
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
事
故
ク

ゼ
ロ
H
H

を

め
ざ
し
て
活
発
な
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

===::=:=:::~ 

今
金
町
の
昨
年
の
交
通
事
故

発
生
状
況
は
別
表
同
で
示
し
て

い
る
通
り
、
件
数

死
傷
者
と
も
四
十

一
一
年
を
大
き
く
上

ま
わ
り
、
こ
と
し

も
宜
月
末
ま
で
に

八
件
の
発
生
と
十

一
名
の
傷
者
を
だ

し
て
お
り
ま
す

こ
の
原
凶
を
み

ま
す
と
、
わ
き
見

容
の
交
通
安
全
運
動

i

高
校
生
の

一
日
奮
闘
罰
官

l

司同・・.. 
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五
月
二

十
日
札
悦

管
区
気
嘘

ムけの
三
ヶ

月
(
六
月

t
八
月
〉

予
報
に
よ

り
ま
す
と

六
月
下
旬

か
ら
ぐ
ず

つ
き
気
味

の
天
気
に
な
り
、
稲
の
成
長
に

と
っ
て
最
も
抗
裂
な
幼
制
形
成

期
の
七
月
に
は
て
ニ
回
は
っ

き
り
し
た
低
担
の
時
期
が
あ
り

月
末
に
大
雨
に
な
る
お
そ
れ
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
八
月
も
中
旬
に
一
一
昨

夏
型
の
天
気
が
現
わ
れ
る
程
度

で
、
気
献
は
一
般
に
低
〈
口
出
雨

天
の
日
が
多
く
な
る
と
の
こ
と

で
す
。こ

の
よ
う
に、

今
夏
の
天
候

は
決
し
て
楽
観
で
き
ず
、
局
地

的
な
強
い
低
温
の
出
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
る
た
め
、
桧
山
支
庁

で
は
つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
、

「一7月にもト 2回低 温-u
」ーこんどの予報に十分注意を 11

43年原因別発生件数

而判死者数因原

別表1

区分|

悪
天
の
中
で
の
田
植
作
業

こ
ん
ど
の
水
稲
菅
理
を
す
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

か
け
な
が
し
か
ん
が
い

は
絶
対
に
さ
け
る

マ
水
管
理

か
け
流
し
か
ん
が
い
は
絶

対
に
さ
け
、
早
期
か
ん
が
い

浅
水
に
つ
と
め
る
こ
と
。
寒

冷
な
日
で
も
諜
身
は
水
面
上

に
出
る
よ
う
に
す
る
。

運
転
、
車
間
距
離
不
保
持
、
前

方
不
注
視
な
ど
の
運
転
者
の
不

注
意
が
大
半
を
し
め
て
い
ま
す

が
、
反
面
、
路
上
と
び
だ
し
な

ど
歩
行
者
側
に
も
あ
や
ま
ち
が

あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん

も
ち
ろ
ん
交
通
施
設
や
澱
境

が
ま
だ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
な
く
、

危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
な

ん
と
い

っ
て
も
自
分
で
自
分
を

守
る
積
極
的
な
態
度
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
で
も
、
こ
れ
ま
で
交
通
安

全
推
進
蚕
員
会
を
中
心
に
、
町

民
と
も
ど
も
迎
動
を
も
り
あ
げ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
ん
ど
よ
り

2 

路上とび t.'.L-
路 上 遊ぎ

歩
行
者

マ
除
草ヒ

エ
等
の
除
草
の
記
め
除

草
剤
を
使
用
す
る
場
合
は
、

雑
草
の
発
生
前
ま
た
は
発
生

始
め
に
行
な
う
こ
と
。

ヒ
ル
ム
シ
ロ
の
除
草
は
六

月
末
か
ら
七
月
始
め
の
生
育

最
描
期
に
昭
夫
日
を
選
ん
で

薬
剤
処
理
す
る
。
こ
の
場
合

水
深
は
三
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
と

し
、
二
日
間
止
水
す
る
。

強
力
に
推
進
す
る
た
め
対
策
本

部
を
設
け
た
わ
け
で
す
。

本
部
は
町
長
を
本
部
長
、
助

別表2
今金町交通事故発生状況

2 

9 

8 数

唱

者

件

死

傷

役
を
副
本
部
長
に
役
場
内
総
ぐ

る
み
で
組
織
さ
れ
、
六
月
一
日

か
ら
町
民
課
内
に
新
設
さ
れ
た

交
通
安
全
係
が
事
務
局
と
な
り

ま
す
。春

、
秋
の
交
通
安
全
運
動
を

は
じ
め
、
交
通
安
全
施
設
の
整

備
、
指
埠
体
制
の
強
化
、
安
全

思
想
の
普
及
徹
底
、
空
通
傷
害

保
障
制
度
の
実
施
な
ど
、
行
政

的
な
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す

が
、
町
民
と
一
体
と
な
っ
て
真

剣
に
取
り
組
み
解
決
し
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

町の人事 i 

石/!
井 i

収政 i
叫-=b
入口 1

っし雫 i 
十川

に 助 i
は役 i
日 に !

ー就 j氏任 i
1 

言十

田
植
え
が
は
じ
ま
っ
た
五
月
下
旬
か
ら
並
置

が
続
い
て
お
り
そ
の
桂
の
輔
の
活
苦
が
悪
〈
、

一
部
で
は
苗
ぐ
さ
れ
が
で
て
お
り
ま
す
。

今
夏
の
天
候
も
長
期
干
報
で
は
変
動
が
大
き

く
不
安
な
傾
向
に
あ
る
の
で
、
予
報
に
十
分
注

意
し
、
被
害
を
最
少
限
に
と
ど
め
る
よ
う
万
全

の
配
慮
が
必
嬰
で
す
。

わき見運転 4 

迎 車間距離不保持 4 

前方不注視 3 l 

転
安全運転技務違反 3 

酒 酢 述 京正 3 

除 行 違 反 2 1 
者 スピード違 反

そ の {由 2 

ペ〉
て昨
い年
ま十
しー
た月
川I力、
防ら
役空
の附

後と "'" 
任な “ 

マ
肥
料生

宵
の
良
否
に
か
か
わ
ら

ず
六
月
中
は
絶
対
追
肥
を
行

な
わ
な
い
こ
と
。

マ
商
害
虫

イ
ネ
ヒ
メ
ハ
モ
グ
リ
パ
エ

な
ど
害
虫
も
平
年
よ
り
多
め

に
発
生
し
マ
お
り
、
イ
ネ
ド

ロ
オ
イ
ム

μ
、

ニ
カ
メ
イ
ガ

な
ど
も
六
月
下
旬
に
防
除
が

必
要
で
す
。

第

四

子

に

五

千

円

目
優
良
多
児
家
庭

に
出
産
祝
金
U

健
康
な
子
守
生
み
育
て
る
こ

と
を
奨
励
し
、
明
る
い
家
庭
の

砲
訟
を
推
進
す
る
た
め
、
道
で

は
「
川
田
良
多
児
家
庭
山
南
祝
金

附
罫
制
官
制
」
を
定
め
、
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し

h
。

戦
後
、
母
子
保
随
は
著
し
く

改
善
さ
れ
ま
し
た
が
、
最
近
経

済
の
高
度
発
展
に
つ
れ
て
生
活

水
準
に
対
す
る
欲
求
が
お
ま
り

子
ど
も
を
で
き
る
だ
け
少
な
く

生
も
う
と
す
る
風
潮
中
、
出
産

時
期
を
遅
ら
せ
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
過
去
二

十
年
間
に
子
ど
も
の
出
産
率
は

半
減
し
、
高
齢
出
産
、
人
工
流

産
な
ど
が
多
く
な
り
、
母
体
を

そ
こ
な
う
と
と
も
に
異
常
児
の

出
生
も
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
北
泌
道
二
世
紀

の
担
い
手
と
し
て
期
待
で
き
る

心
身
健
全
な
「
人
づ
く
り
」
を

推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ーも
の

で
す
。

マ
出
産
祝
金
の
額
は
、
四
人
目

と
し
て
、
五
月
十
五
日
町
第
二

回
臨
時
町
議
会
で
右
井
政
吉
氏

(
前
収
入
役
目
成

・
写
真
右
〉

が
選
任
さ
れ
、
ま
た
こ
れ
に
伴

っ
て
収
入
役
に
は
戸
沢
定
勝
氏

〈
前
町
総
務
牒
長
村
政

・
写
真

左
〉
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

石
引
氏
は
、
昭
和
八
年
幌
加

内
村
役
場
を
ふ
り
出
し
に
班
員

生
活
に
入
り
、
そ
の
間
一
時
満

州
国
に
渡
り
ま
し
た
が
、

終
戦

後
復
員
以
来
今
金
町
の
財
政
係

長
、
総
務
際
次
長
、
社
会
課
長

な
ど
を
歴
任
、
凶
十
年
十
月
か

の
干
の
と
き
五
千
円
、
五
人

目
以
上
自
干
の
と
き
日
万
円

マ
出
生
後
二
十
八
日
を
健
康
に

経
過
し
た
も
の

マ
祝
金
の
附
塁
は
、
四
月

一
日

以
降
の
出
生
児
か
ら

マ
手
続
き
は
役
場
町
民
諜
で

友老/

善 人
さ福
ん 祉

相
談
員

当
町
の
老
人
相
祉
相
誠
貝
は

五
啓
章
次
郎
さ
ん
〈
字
組
川
印

歳
)
に
決
ま
り
、
北
海
道
知
事

か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
は
、
老
帝
人
口
の
増
加

や
社
会
の
変
化
に
よ
り
、
家
族

と
の
不
調
和
や
孤
独
、

病
弱
あ

る
い
は

qu市
に
闘
っ
て
い
る
老

人
が
ふ
え
て
い
る
現
状
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
老
人
相
副

の
き
め
こ
ま
か
な
拙
進
を
は
か

ろ
う
と
今
年
度
か
ら
全
道
に
設

道
背
少
年
育

成

推

進

協

級

口

派

遣

期
日

昭

和
め
年

7

会
で
は
、
北
海
道
二
世
紀
白

月

t
g
月

お
日
間

に
な
い
手
と
な
る
背
年
に
広

口

年

齢

昭

和
同
年

7
月

2

〈
国
際
的
視
野

u
l
-
-
H
H
H
H
H
1
日

t
お
年

7
月

を
か
ん
義
さ
せ

中

堅

青

少

年

海

外

1
固
ま
で
出
生

開
発
の
推
進
に

派

遣

団

員

募

集

中

の
人

ゃ
く
だ
て
よ
う

1
1
1
1
U
M
I
-
-
a
口
申
込
先

今

と
、
つ
ぎ
の

要

領

で

海

外

派

金

町
長
ま
で
7
月

8
日
限

泣
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

日

経

費

約

十
万
円

口
派
逃
先
北
米
地
域

口
詳
細
は
役
場
町
民
諜
へ

ら
収
入
役
の
職
に
あ
り
ま
し
た

「
職
員
の
和
を
は
か
り、

町
政

に
反
映
し
た
い
」
と
そ
の
抱
負

を
悟
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
一
戸
沢
氏
は
昭
和
十
四

年
に
利
別
村
役
場
に
奉
職
以
来

東
員
二
朋
に
生
き
、
今
年
で
ち

ょ
う
ど
三
十
年
に
な
り
ま
す
。

そ
の
間
総
務
係
長
、
社
会
係

長
を
経
て
昭
和
三
十
三
年
か
ら

総
務
部
長
を
勤
め
て
い
ま
し
た

/

国
保
病
院
長
に

池
下
先
生

前
院
長
の
附
本
先
生
の
後
任

に
池
下
先
生
(
引
歳
)
が
四
代

自
の
院
長
と
し
て
就
任
し
ま
し

た
。池

下
先
生
は
、
三
十
七
年
札

幌
医
大
を
卒
業
後
、
真
狩
、
縦

臼
、
問
事
部
の
告
園
保
山
間
院
に

勤
務
の
か
た
わ
ら
和
問
内
科
で

研
究
官
続
け
て
お
ら
れ
、
現
在

専
門
の
消
化
時
と
老
人
病
で
学

位
論
文
を
提
示
中
で
す
。

「
患
者
本
位
の
診
療
を
行
な

い
、
肉
親
に
接
す
る
気
持
で
最

替
を
つ
く
し
た
い
」
と
意
欲
を

燃
や
し
て
い
ま
す
。

置
さ
れ

t'も
の
で
す
。

ど
う
ぞ
g
m軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

--

人
事
異
動

〈
四
月

一
日
付

V

マ
土
地
改
良
課
換
地
計
画
係

渡
辺
茂
マ
建
設
課
水
道
長
河

野
富
雄
マ
町
民
諜
住
民
係
加

藤
呑
代
子

八
五
月
十
五
日
付
〉

マ
総
務
問
長
版
企
画
室
長
久

保
川
叩
次

八
六
月
一
臼
付
〉

マ
総
務
課
長
補
佐
兼
管
材
係
長

中
井
誠
司
マ
企
画
室
企
画
係
長

白
山
本
マ
出
納
係
長
相
原
博

夫
マ
町
民
課
住
民
係
長
兼
変
通

安
全
係
長
上
聞
邦
字
マ
同
課

衛
生
係
長
般
都
剖
係

佐
々
木

哲
也
マ
問
問
年
金
係
長
下
山

頁
治
マ
品
業
委
貝
金
陵
地
係
長

田
村
正
己
マ
土
地
改
良
課
換
地

計
画
係
鎌
回
信
隆
V
同
課
土

地
改
良
係
兼
産
業
諜
農
産
係

品
山
英
弘
マ
産
業
課
宮
良
改
普

企
画
係

川
島
紀
邦
マ
町
民
開

国
保
係
煎
年
金
係
阿
池
田
指
教

マ
同
限
住
民
係
旅
交
通
安
全
係

高
田
俊
彦
マ
総
務
課
財
政
係

高
崎
ト
キ
干
マ
税
務
課
税
務
係

兼
町
民
税
係
重
田
実
マ
建
設

課
建
築
係

滝
本
降
司
マ
議
会

事
務
局
制
回
征
夫
マ
保
育
所

調
理
士
山
本
定
干



rょ叩

青
少
年
会
館
に

汐
サ

ク

ラ

ψ

青
少
年
の
研
修
の
場
を
花
で

固
ま
れ
た
美
し
い
環
境
に
と
、

今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ
は
五

月
十
六
日
、
町
青
少
年
会
館
周

辺
に
サ
ク
ラ
を
植
樹
し
ま
し
た

壁
坂
今
金
林
業
指
導
事
務
所

長
の
指
導
に
よ
り
、
十
名
の
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
員
は
な
れ
な

い
手
つ
き
で
、
ヨ
シ
ノ
、
八
重

ボ
タ
ン
の
三
種
類
の
商
木
約
百

二
十
本
を
植
え
ま
し
た
が
、
一一一

年
後
に
は
み
ん
な
に
喜
ば
れ
る

よ
う
に
な
る
と
満
足
そ
う
に

語
っ
て
い
ま
し
た。

安
全
度
を
テ
ス
ト

春
の
交
通
安
全
運
動
の

一
環

と
し
て
五
月
十
七
日
、
第
二
回

目
の
安
全
運
転
ラ
リ
ー
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ラ
リ
ー
は
、
交
通
事
故

防
止
を
目
ざ
し
商
工
会
背
年
部

が
主
催
し
て
昨
年
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
は

一

悪
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
五
十
六

一

名
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
参
加
し
、

一

自
分
の
安
全
度
を
テ
ス
ト
し
ま

↑

し
た
。

一

「
生
き
た
勉
強
に
な
る
」
と

一

運
転
者
に
も
好
評
で
す
。

一

青
色
申
告
制
度
比

に

昭
和
二
十
五
年
に
設

剖

引

け

ら
れ
て
か
ら
こ
と

己
目

し
で
二
十
年
目
に
な

一一

の

邑ロ

り
ま
す

営

申

こ
の
間
青
色
申
告

を

色

を
す
る
人
の
数
は
L

14
車問

だ
い

に
増
加
し
現
在

E
=
で
は
約
百
一ニ
十
王
万

同

人
、
昔
及
割
合
自

信
民

税
納
税
者
の
約
五
十

が
と
な
っ
て
い
ま
す

こ
れ
は
単
に
税
金
の
箇
で
有

利
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
毎

日
の
取
り
引
き
を
正
確
に
帳
簿

を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
業

の
内
容
が
よ
く
わ
か

9
、
経
川
剛
山

の
ム
ロ
挫
化
に
も
や
く
だ
つ
こ
と

が
理
解
さ
れ
て
き
た
た
め
で
す

音
色
申
告
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
人
は
、
事
業
所
得
、
不
動

産
所
得
、
ま
た
は
山
林
所
得
の

あ
る
人
で
す
。

ひ
と
り
で
も
多
く
の
納
税
者

の
か
た
が
申
告
さ
れ
る
よ
う
お

す
す
め
し
ま
す
。

T
つ
い
う
m
H
O

ZJO川

zak見
毛

ピ
リ

u
hず
な
ぐ

十
少
や

テ
レ
ピ

・
ラ
ジ
オ
を

楽

し

く

六
月
は
、
電
波
障
害
一
掃
運

動
月
間
で
す
。

テ
V

ピ
を
雑
音
の
な
い
よ
い

画
面
で
楽
し
む
た
め
に
、
バ
イ

ク
と
か
自
動
車
に
防
止
器
を
使

用
す
る
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
が
解
決
の
大
き
な
力
と
な

っ
て
い
ま
す
。

雑
音
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は

北
桧
山
地
方
分
会
〈
大
倉
有
線

K
K
内
)
に
申
し
出
て
く
だ
さ

、。し

ど
し
ど
し
お
よ
せ

下
さ
い
日

「
広
報
い
ま
か
ね
」
を
よ
り

町
民
の
み
な
さ
ん
と
親
し
み
の

あ
る
も
の
に
す
る
た
め
努
力
し

て
い
ま
す
。

広
報
に
つ
い
て
気
づ
い
た
占
、

叫
に
対
す
る
要
望
、
ご
意
見
、

町
の
話
題
、
写
及
な
ど
な
ん
で

も
よ
ろ

L
い
で
す
。
役
場
企
画

室
ま
で
ど
し
ど
し
お
よ
せ
く
だ

さ
い
。
採
用
原
稿
に
は
部
甜
を

呈
し
ま
す
。

よ
ろ
こ
び
か
な
し
み

(
5
月
介
)

園
出
生
引
名

杉
林
あ
ゆ
み
(
美
勝
八
束
)

七
月
一

日
現
在
で
、
第
九
業
所
で
、
地
域
的
、
産
業
別

回
目
の
事
業
所
統
計
が
実
施

、
規
模
別
、
さ
ら
に
組
織
別

さ
れ
ま
す
。

の

分

印

を

明

ら

か

に

し

て

、

こ
の
調
査
は

=

z

経
済
の
実
態

一二
年
ご
と
に

一
事

業

所

統

計

調

一
を
把
握
し
行

行
な
わ
れ
る

一一

を

亡

揚

力

を

一
政
上
の
基
礎

も
の
で
、
対

一一

2J
I

-

-
J
:

こ
資
料
に
利
用

品
が
は
会
社
、
工
場
、
商
庖、

さ
れ
ま
す
。
調
査
員
が
近
く

事
務
所
、
病
院
、
学
校
、
旅
対
象
事
業
所
を
訪
問
し
ま
す

館
、
当
院
な
ど
す
べ
て
の
事
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

螺
山
民
芳
(
俊
勝

・
末
広
町
〉

田
中
消
美
(
秀
一

・
白
石
〉

刻
地
朗
(
消
森

・
末
広
町
)

阿
部
村
午
(
春
樹

・
盟
問
〉

安
達
秀
紀
(
末
松

・
昭
和
町
〉

大
沢
忠
美
(
五
十
由
・

末
広
町

加
藤
義
信
(
義
明
・

柳
町
)

境
田
亜
紀
(
広

・
末
広
町
〉

郎
元
稲
子
(
邦
之

・
些
田
)

川
品
羨
紀
(
紀
邦

・
緑
町
)

石
塚
茂
高
(
七
郎

・
光
台
)

菊
封
切
引
太
郎
(
栄
一

・
昭
和
川

藤
井
邦
子
(
勇

・
京
広
町
)

宮
正
明
(
光
雄

・
住
吉
〉

川
村
浩
一
(
義
夫
開
運
町
)

幅
ロ
さ
っ
き
(
忠
男

・
鈴
岡
)

高
橋
仲
寧

(
勝
幸

・
南
町
}

境
田
等
(
善
太
・

八
束
〉

水
井
孝
男
〈
直
芋

・
神
丘
)

坪
剖
久
〔
恵
三

・
末
広
町
)

圏
婚
姻
7
組

納
谷
稔
H
鈴
木
チ
ヨ
(
今
金
)

田
山
科
目
日
中
品
百
合
子
(
今

金
)
外
川
康
弘
H
菊
地
ク
ニ
(

花
石
)
加
藤
三
明
H

山
本
佳
津

江
(
掛
川
)
岡
重
司
目
荒
井
公

美
子
(
八
束
)
宮
崎
稔
日
久
保

田
久
代
(
田
代
)
内
藤
昭
司
H

小
田
ぬ
節
干
(
今
金
)

回
死
亡
3
名

鈴
木
晃
引
(
者
日
井
)
回
中
キ

ク
印
(
鈴
金
)
氷
井
孝
男
日
(

抑
圧
)

町"""，""""..--..""，，"，[11"'... 一一
6・7月の納税

く納期〉

国民健康保険税(1期)6月初日

町民税(1期)7月31日
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